
月
定
例
会

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁

今号の内容

～１月７日（日）、平成３０年倉吉市消防出初式～

発行日：平成３０年２月１日

災害のない一年を願って

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
４

議
案
質
疑
・
議
会
発
議
・
・
・
・
・
・
・
・
５

常
任
委
員
会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６

議
案
等
の
議
決
結
果（
議
員
別
）・
・
・
・
７

10
月
臨
時
会
・
１
月
臨
時
会

議
案
等
の
議
決
結
果（
議
員
別
）・
・
・
・
・
８

そ
の
ほ
か
・
行
政
視
察
・
・
・
・
・
・
・
・
９

高
校
生
に
聞
い
て
み
た
！
・
・
・
10
～
11

市
民
の
声
・
編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
12



よ
り
良
い
倉
吉
市
を
目
指
し
て 

　
平
成
29
年
12
月
第
７
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
４
日（
月
）か
ら
18
日（
月
）ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
２

月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

新政会

福井 康夫 議員

　
仮
に
、
商
業
施
設
に
入
っ
て
い

た
だ
く
と
し
て
も
、
あ
ま
り
大
き

な
面
積
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
思
う
。

　
ど
こ
ま
で
の
機
能
を
持
た
せ
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も

う
少
し
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
も

う
少
し
議
論
を
深
め
て
い
け
れ
ば

な
と
思
っ
て
い
る
。

【
市
庁
舎
の

修
繕
】市
役
所
第
二
庁
舎（
旧
ホ
テ

イ
堂
）の

利
活
用
に
つ
い
て
、
民
間
合
築
は
？

新政会

竺原 晶子 議員

【
福
井
教
育
長
】
こ
れ
ま
で
の
上
小

鴨
地
区
で
の
説
明
会
も
、
意
見
が

出
や
す
い
手
法
を
提
案
し
た
つ
も

り
だ
が
、
そ
れ
も
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
上
小
鴨

地
区
も
倉
吉
市
の
一
部
。
教
育
の
あ

り
方
を
、
市
全
体
と
し
て
考
え
て

い
く
べ
き
だ
と
い
う
議
論
も
あ
る

の
で
、
計
画
か
ら
上
小
鴨
だ
け
外

す
と
は
、私
の
口
か
ら
は
言
え
な
い
。

【
学
校
再
編
】上
小
鴨
小
学
校
の

地
域
は
、
当

初
か
ら

存
続
希
望
！
計
画
を
一
度
白
紙
に

!!

新政会

伊藤 正三 議員

　
昨
年
度
、
公
共
施
設
等
の
財
政

負
担
を
軽
減
し
、
維
持
管
理
や
更

新
の
考
え
方
を
整
理
し
た
総
合
管

理
計
画
を
策
定
。
民
間
で
代
替
可

能
な
も
の
は
、
そ
の
手
法
を
取
り

入
れ
、
支
出
の
削
減
あ
る
い
は

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
視
点

を
持
ち
な
が
ら
、
行
財
政
運
営
に

取
り
組
む
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
公
共
経
営
】公
民
連
携
を
重
視
し
、
民
間
の
優

れ
た
技
術
や
経
験
・
資
金
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
。

新政会

由田　隆 議員

【
福
井
教
育
長
】こ
れ
ま
で
は
、
教

育
委
員
会
が
全
て
提
案
す
る
や
り

方
で
、
地
域
住
民
は
、
受
け
身
に

な
る
状
況
だ
っ
た
。
今
後
は
、
地

域
や
行
政
、
教
育
委
員
会
と
い
っ

た
多
く
の
人
と
の
話
し
合
い
の
中

で
、
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
こ
か

ら
方
針
を
探
っ
て
い
く
―
と
い

う
方
法
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

【
学
校
再
編
】分
校
方
式
な
ど
、
教
育
委
員
会

の
原
案
以
外
で
の
可
能
性
は
あ
る
か
？

【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。

　議員が、市の事務の執行状況や今後

の方針などについて報告や説明を市長

や執行機関の長に求め、適切な市政運

営が行われているかを質すものです。

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

平
成
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年
12
月
第
７
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
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くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

丸田 克孝 議員

　
基
本
的
に
、
震
災
で
壊
れ
た
道

路
は
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
判

定
は
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
か

ど
う
か
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
。

　
災
害
査
定
を
受
け
た
上
で
工
事

に
か
か
る
。

　
た
だ
、
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

当
然
修
復
を
し
て
い
く
。
日
常
の

点
検
作
業
と
修
復
と
い
う
問
題
、

維
持
補
修
に
係
る
こ
と
に
な
る
。

【
震
災
】道
路
の
ヒ
ビ
割
れ
が
大
き
く
な
ら
な

い
う
ち
に
、
修
復
に

努
め
て
ほ
し
い
。

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

福谷 直美 副議長

　
建
設
推
進
は
、
県
中
部
全
体
の

動
き
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
年
12
月
下
旬
に
は
、「
県
立

美
術
館
と
共
に
歩
む
中
部
地
区
の

集
い
協
議
会
」を
設
立
予
定
。

　
情
報
共
有
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
追
求
を
し
て
、
倉
吉

を
中
心
に
中
部
地
区
が
大
き
く
発

展
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
美
術

館
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
県
立
美
術
館
】進
捗
状
況
と
今
後
の
課
題
は
？ 

行
政
と
市
民
の
協
同
を
ど
う
進
め
る
の
か
？

公明党・
グリーン共同

鳥飼 幹男 議員

　
関
金
児
童
館
は
、
関
金
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
機
能
移
転
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
協
議
し
て
い

く
。
関
金
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
今
後
は
関
金
小
学
校
の
校
舎

を
活
用
す
る
方
向
で
学
校
と
も
調

整
を
し
て
い
き
た
い
。

　
山
守
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
と
よ
く
話
し
合
っ
て
考

え
て
い
く
。

老
朽
化
し
た
関
金
児
童
館
の

移
転
と

放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
専
用
施
設
の

建
設
を

検
討
す
べ
き
。

公明党・
グリーン共同

鳥羽 昌明 議員

　
該
当
す
る
世
帯
数
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
支
援

金
の
申
請
、
支
払
い
済
み
等
の
状

況
か
ら
推
測
す
る
と
、
42
世
帯
程

度
が
、
修
復
を
さ
れ
な
い
ま
ま
住

み
続
け
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
既
存
の
福
祉
制
度
も
含
め
て
、

あ
ら
ゆ
る
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

【
震
災
】
半
壊
以
上
と

判
定
さ
れ
た

家
に

今
も

居
住
す
る
世
帯
数
は
？ 

救
済
策
は
な
い
か
？

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

藤井 隆弘 議員

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
場
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
。
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
倉

吉
と
い
う
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思

え
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
教
育
の

場
と
し
て
十
分
機
能
す
る
よ
う
に

先
生
方
に
は
、
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
し
、
そ
の
た
め
の
支
援
は

惜
し
ま
な
い
つ
も
り
。
そ
う
い
う

ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

学
校
再
編
は「
目
的
」で
は

な
い
。「
教
育
の

倉

吉
モ
デ
ル
」が
子
ど
も
達
に

必
要
で
は
？

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

大津 昌克 議員

　
合
併
に
よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。

　
財
政
見
通
し
や
、
こ
れ
ま
で
の
改

革
の
実
績
評
価
は
、
そ
の
都
度
実
施

し
た
が
、
合
併
を
基
点
と
し
て
総
合

的
な
検
証
は
や
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
実
施
す
る
行
財
政
改
革

を
有
効
な
も
の
と
し
て
い
く
上
で
、

振
り
返
り
作
業
は
必
要
だ
と
思
う
。

合
併
で

何
が
ど
う
な
っ
た
の
か
？

今
後
の

行

政
経
営
・
行
財
政
改
革
に

向
け
て
検
証
を
。

（3）平成 30.2



※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
… 

自
治
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
者
に
な
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金
を
募
る
手
法
。

公明党・
グリーン共同

山口 博敬 議員

　
災
害
対
応
で
は
、
自
助
、
共
助

が
基
本
で
、
意
識
を
高
め
る
こ
と

は
大
事
。
研
修
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
大
切
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

　
防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る
方

に
は
、
そ
の
推
進
役
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
各
地
区
で
の
訓
練
を
広
げ

て
い
く
よ
う
に
、
倉
吉
市
自
治
公
民

館
連
合
会
と
も
十
分
相
談
し
た
い
。

災
害
対
策
を
万
全
に
!! 

住
民
の
自
助
力
、共
助

力
が
不
可
欠
。
各
地
区
で
の
防
災
訓
練
を
。

つばき

大月 悦子 議員

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
政
治
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常

に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
も
、
私
と
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
の
場
を
持
っ
て
き
た
。

　「
市
民
議
会
」も
一
つ
の
方
法
で

は
な
い
か
と
思
う
。
多
く
の
自
治

体
が
、
議
会
主
催
で
開
催
さ
れ
て

い
る
の
で
、
議
会
の
方
で
考
え
て

も
ら
う
の
も
一
つ
だ
と
思
う
。

議
会
・
行
政
に

関
心
を

。
議
員
は

市
民
！ 

市

民
に
開
か
れ
た
議
会「
市
民
議
会
」の
開
催
を
。

日本共産党

佐藤 博英 議員

　
児
童
支
援
員
は
月
給
制
で
、
経

験
年
数
に
応
じ
て
昇
給
を
す
る
。

支
援
員
補
助
は
日
額
で
の
支
給
と

な
っ
て
い
る
。

　
市
役
所
の
職
員
全
体
、
図
書
館

の
司
書
、
宿
直
員
、
保
育
士
な
ど

も
含
め
て
、
全
職
種
の
中
で
の
バ

ラ
ン
ス
等
も
考
え
な
が
ら
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
の
処
遇
の

あ
り
方
は
考
え
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

職
員
の

待
遇
は
、
大

幅
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

（無所属）

朝日 等治 議員

　
※

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
出
資
金
の
使
い

道
を
は
っ
き
り
知
り
た
い
方
な
ど

に
支
持
を
さ
れ
て
い
る
方
式
。
目

標
金
額
に
到
達
し
な
く
て
も
、
集

ま
っ
た
金
額
内
で
、
必
ず
実
施
す

る
事
業
を
選
択
す
る
。

　
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
の
中

で
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
あ
れ
ば
、

取
り
組
ん
で
み
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

資
金
を

募
る「
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」を
本
市
も

活
用
し
て
は
？

くらよし創生

佐々木 敬敏 議員

　
古
川
沢
は
、
排
水
路
の
接
続
水

路
か
ら
の
流
入
を
防
い
で
、
転
倒

堰せ
き

を
早
目
に
転
倒
さ
せ
、
排
水
能

力
を
確
保
す
る
樋
門
等
の
管
理
対

策
を
強
化
。
福
守
は
、
輪
王
寺
の

排
水
門
、
不
入
岡
の
排
水
門
、
福

守
の
排
水
門
の
改
修
と
、
国
府
川

河
川
内
で
流
水
を
阻
害
す
る
草
木

の
除
去
と
河
床
の
土
砂
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ
渫
を

国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
る
。

古
川
沢（
上
北
条
）
、福
守（
社
）に

浸
水
し
や
す
い

地
域
が
あ
る
。
浸
水
被
害
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

くらよし創生

米田 勝彦 議員

　
第
二
庁
舎
の
設
置
と
い
う
、
新

し
い
事
態
に
対
応
す
る
場
合
は
、

改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
り
、

利
便
性
を
高
め
、
よ
り
快
適
な
利

用
に
つ
な
げ
て
い
く
努
力
も
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ス

ト
を
ど
こ
ま
で
か
け
て
や
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
考
え
な
が
ら
必
要

な
改
善
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

第
二
庁
舎（
旧
ホ
テ
イ
堂
）の

利
便
性
向
上
の
た

め
、
宮
川
町
駐
車
場
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。
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議員名 発言の要旨 担当部局

鳥飼 幹男 小学校就学援助について 教育委員会

鳥飼 幹男 除雪対策について 建設部

由田 　隆 保育所運営について 福祉保健部

由田 　隆 債務負担行為補正 上井保育園指定管理料について 福祉保健部

由田 　隆
倉吉市職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついて
総務部

由田 　隆
倉吉市若者定住新築住宅の固定資産税減免条例の一

部改正について
総務部

伊藤 正三 小学校就学援助について 教育委員会

伊藤 正三 中学校就学援助について 教育委員会

藤井 隆弘 保育所運営について 福祉保健部

藤井 隆弘 小学校就学援助について 教育委員会

藤井 隆弘 中学校就学援助について 教育委員会

米田 勝彦 防犯カメラについて 総務部

米田 勝彦 体育施設緊急修繕について 教育委員会

福井 康夫 道路橋梁費について 建設部

福井 康夫 給与費明細書について 総務部

福谷 直美 大谷工業団地再整備事業について 産業環境部

丸田 克孝
倉吉市産業集積の形成及び活性化のための固定資産

税の課税免除に関する条例の一部改正について
総務部

佐藤 博英 就農条件整備事業について 産業環境部

佐藤 博英 除雪対策について 建設部

佐藤 博英
倉吉市産業集積の形成及び活性化のための固定資産

税の課税免除に関する条例の一部改正について
総務部

佐藤 博英 権利の放棄について 産業環境部

朝日 等治 権利の放棄について 産業環境部

山口 博敬 緊急間伐について 産業環境部

佐々木 敬敏 除雪対策について 建設部

佐々木 敬敏 体育施設緊急修繕について 教育委員会

議
案
の
疑
問
を
質
す

議
会
か
ら
の
提
案

　
12
月
11
日（
月
）
に
は
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
し
、
各
議
員
が
質
疑
を
行
ま
し
た
。

【質疑とは？】

　市長から提案された議案に

対し、賛否の態度決定が可能

になるよう、疑問や不明確な点

を問う発言をいいます。自己の

意見を述べることはできませ

ん。質疑回数は１議題５回まで

となっています。

議会発議第４号

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の規

定に基づく補助率等のかさ上げ措置の継続と道路予算の総額

確保を求める意見書（要旨）

　平成２８年１０月２１日の鳥取県中部地震では、

本市を中心に、甚大な被害が発生しました。震災

からの復旧・復興を進める中で、道路は、復旧活

動や物資の搬送に必要不可欠であり、特に、高速

道路ネットワークが重要な役割を果たしています。

　道路は、市民の安全安心な生活を支え、地域経

済や社会活動を活性化する最も基礎的かつ重要な

社会資本のひとつです。

　山陰自動車道や北条湯原道路の整備の進展によ

り、企業誘致や観光交流、移住定住等にストック

効果が現われてきており、地域活性化の推進のた

め、全線の早期完成が強く求められています。

　さらに、地方では、渋滞対策や通学路の安全対

策など、道路整備はまだ十分ではなく、橋梁など

道路施設の老朽化対策や耐震化対策も大きな課題

となり、一層の財源確保が必要となっています。

　しかしながら、「道路整備事業に係る国の財政上

の特別措置に関する法律」により規定される補助率

等のかさ上げ措置は、平成２９年度末で期限切れ

となり、それ以降の道路整備に係る補助率などが

低減されることは、地方の負担が増大するととも

に、計画的な道路整備が困難な状況となります。

　よって、本市議会は政府に対し、来年度以降も

迅速かつ着実な道路整備の推進により地方創生が

推進され、地域の活性化が図られるよう、次の事

項の実現を強く求めます。

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に規定されている補助率

等の嵩上げ措置の平成３０年度以降の継続と道路関係予算の総額を確保すること。

【提出先】 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、衆議院議長、参議院議長

　
12
月
18
日（
月
）に
、
議
員
か
ら
発
議
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。
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【常任委員会】

【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた

議案や請願等を審査します。行政の事務は広く多岐にわたり、

専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するために、

部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

執行部： 総務部、産業環境部、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

11
件
の
議
案
と
３
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
12
月
13
日（
水
）に
委
員

会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
97
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８

号
）
の
中
で
は
、
緊
急
間
伐
事
業

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
森
林
間

伐
の
実
績
が
報
告
さ
れ
、今
後
も
、

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
１
０
号
の
倉
吉
市
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
選
定
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
料
を
低
く
抑
え
た
提
案
が
評
価

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て

可
決
さ
れ
、
陳
情
３
件
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

委　員：佐々木 敬敏委員長、藤井 隆弘副委員長、伊藤 正三委員

大津 昌克委員、坂井 徹委員、鳥飼 幹男委員　
総務経済常任委員会

執行部：福祉保健部、教育委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

４
件
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
が
付
託
さ
れ
、
12
月
13
日

（
水
）に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
第
97
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８

号
）
の
審
査
の
中
で
は
、
倉
吉
西

保
育
園
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今

後
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
議
案
の
審
査
の
中
で
、

入
学
前
に
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ

た
就
学
援
助
の
対
象
用
品
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す

べ
て
の
議
案
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

委　員： 佐藤 博英委員長、丸田 克孝副委員長、朝日 等治委員

竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員、福井 康夫委員
教育福祉常任委員会

執行部：企画振興部、建設部、水道局

　
建
設
企
画
常
任
委
員
会
に
は
、

８
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
12
月

13
日（
水
）
に
、
委
員
会
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
97
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８

号
）の
審
査
で
は
、
除
雪
対
策
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
、
自
治
公
民
館
が

行
う
市
道
な
ど
の
除
雪
作
業
へ
の

支
援
の
条
件
や
金
額
に
つ
い
て
、

通
常
の
降
雪
の
年
で
あ
れ
ば
今
回

の
制
度
で
お
願
い
し
た
い
が
、
豪

雪
で
あ
れ
ば
制
度
の
活
用
状
況
を

見
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

委　員：由田　隆委員長、福谷 直美副委員長

大月 悦子委員、山口 博敬委員、米田 勝彦委員
総務経済常任委員会建設企画常任委員会

平
成
29
年
12
月
第
７
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
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賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

つ
ば
き

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

大
月
　
悦
子

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第 ９７号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算(第
８号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第 ９８号
平成２９年度倉吉市介護保険事業特別会
計補正予算 ( 第１号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第 ９９号
平成２９年度倉吉市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算 ( 第１号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１００号
平成２９年度倉吉市簡易水道事業特別会
計補正予算 ( 第１号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０１号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計
補正予算 ( 第３号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０２号
平成２９年度倉吉市集落排水事業特別会
計補正予算 ( 第２号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０３号
平成２９年度倉吉市水道事業会計補正予
算 ( 第２号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０４号
倉吉市職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０５号
倉吉市職員の給与に関する条例の一部改
正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０６号
倉吉市産業集積の形成及び活性化のため
の固定資産税の課税免除に関する条例の
一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０７号
倉吉市若者定住新築住宅の固定資産税減
免条例の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０８号 権利の放棄について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１０９号 権利の放棄について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１１０号
倉吉市農村環境改善センターの指定管理
者の指定について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１１１号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算(第
９号 )

１１ ５ ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可　　決

議案第１１２号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計
補正予算 ( 第４号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１１３号
平成２９年度倉吉市水道事業会計補正予
算 ( 第３号 )

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１１４号
特別職の職員の給与等に関する条例の一
部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第１１５号
特別職の職員の給与等に関する条例及び
倉吉市職員の給与に関する条例の一部改
正について

１１ ５ ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可　　決

議案第１１６号 公平委員会委員の選任について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第１１７号 教育委員会委員の任命について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議会 

発議
第 ４号

道路整備の推進に係る予算措置を求める
意見書提出について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

―平成２９年度一般会計補正予算、各特別会計補正予算などを審議―

番　号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情第１２号

倉吉市議会会議規則等におけ
る請願・陳情提出時の意見陳述
の機会の付与等について

不採択
（総務経済）

１２ ４ ○ × ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 不採択

陳情第１３号
公文書の適切な管理運用を求
める意見書提出について

不採択
（総務経済）

１３ ３ × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 不採択

陳情第１４号

共謀罪の趣旨を盛り込んだ組
織犯罪処罰法の改正に係る意
見書提出について

不採択
（総務経済）

１４ ２ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 不採択

平成２９年１２月第７回定例会 議案等の議決結果

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

（7）平成 30.2



賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

つ
ば
き

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

大
月
　
悦
子

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第９２号
専決処分について（平成２９年度倉吉市一

般会計補正予算（第６号））
１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

議案第９３号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算（第

７号）
１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第９４号 財産の取得について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第９５号 倉吉市が当事者である和解について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

議案第９６号 監査委員の選任について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

つ
ば
き

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

大
月
　
悦
子

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第 １号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算（第

１０号）
１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

※ 会議録（質問、答弁など）は、各地区公民館、各人権文化センター、市立図書館などでご覧になれます。また、そのほか、倉

吉市ホームページから市議会会議録検索システムがご利用になれます。

※ 会議録（質問、答弁など）は、各地区公民館、各人権文化センター、市立図書館などで、３月中旬からご覧になれます。また、

そのほか、倉吉市ホームページから市議会会議録検索システムがご利用になれます。

―議長、副議長を選出―

―平成２９年度倉吉市一般会計補正予算などについて審議―

　平成２９年１０月第６回倉吉市議会臨時会が、１０月２３日（月)から２５ 

日（水）まで開催され、坂井徹議長、福谷直美副議長が選出されました。

　平成３０年１月第１回倉吉市議会臨時会が、１月１２日(金)に開催され、

庁舎整備事業等の一般会計補正予算などについて審議されました。

平成２９年１０月第６回臨時会 議案等の議決結果

平成３０年１月第１回臨時会 議案等の議決結果

10
月
臨
時
会
・
１
月
臨
時
会
・
そ
の
ほ
か

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

2018.2（8）



【平成２９年１０月～１２月分】

期　間 １２月１９日（火）～１２月２１日（木）

視察先

東京都千代田区 議員会館 要望活動

埼玉県飯能市 飯能市役所 タブレット端末導入について

東京都台東区 東京都美術館 アートコミュニケーション事業について

神奈川県寒川町 寒川町役場 タブレット端末導入について

視察者
会派名：議員名

くらよし・アイズ、草の根、倉吉自民共同：丸田克孝、藤井隆弘、大津昌克、福谷直美

つばき：大月 悦子

人　数 ５名

旅費総額 ３６０，９５０円

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会

　平成２９年１０月から１２月に行政視察に出向いた議員グループは、１団体（１件）

でした。

　議会活動だけでなく、さまざまな出来事や会議・イベントへの参加が

ありました。

会派・個人

視察報告

坂井徹議長の動き―出席しました―

～平成３０年倉吉市交通安全指導員出動式～

一年間、事故には遭わない、遭わせない

１月１１日（木）

　平成３０年も事故のない安全なまちを目指して、交通安

全指導員の皆さんが始動しました。今年も、日ごろからの

街頭指導や広報活動、年４回の交通安全運動などを行い、

市民の皆さんの交通安全意識の向上を図っていただきま

す。交通安全指導員の皆さんのご尽力と、市民一人一人の

自覚により、安心安全のまちづくりを目指しましょう。

震災復興にまた一歩

～議場の復旧工事が始まる～

“議会活動の拠り所”の復活待たれる

　平成２８年１０月の鳥取県中部地震で被災し、現在、使

用中止となっている議場の復旧工事が、年明けから始まり

ました。議場は、地震により屋根を支えるコンクリート柱

８か所に亀裂が入り、危険な状態であるとして地震直後か

ら使用を中止し、市役所本庁舎大会議室などを代替施設と

して議会を開会してきました。

　議場全体に足場が組まれ、工事関係者が出入りする様子

から、復興の歩みが感じられ、早期の完成が期待されます。

進
め
ぇ
っ
！

復
興
に
向
け
て

倉吉市議会を取り巻くさまざまな動き

（9）平成 30.2



特
集

：

若
者
の
声
を
聞
き
た
い
！

私
は
将
来
、
看
護
師
と
し
て
医

療
や
健
康
の
面
で
地
元
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
倉
吉
市
は
産
科
の
病
院

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
都

会
に
出
て
い
る
人
の
中
に
は
、
地

元
に
帰
っ
て
出
産
し
た
い
と
考
え

て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
の
で
す

が
、
産
科
が
少
な
い
た
め
、
も
と

も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
の

方
の
お
産
を
優
先
し
、
結
果
的
に

都
会
に
出
て
い
る
人
は
、
地
元
出

産
を
断
念
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

病
院
側
か
ら
し
て
も
、
妊
婦
さ

ん
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
、
無

制
限
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。
里
帰
り
出
産
は
、

実
家
の
家
族
と
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え

る
準
備
が
で
き
、
産
後
は
家
事
や

身
の
回
り
の
こ
と
を
支
援
し
て
も

ら
え
、
ゆ
っ
く
り
休
養
を
取
り
育

児
に
専
念
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
多
く
の
若
い
女
性

た
ち
の
共
感
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
意
見
を
ぜ
ひ
市
政
に
反
映

さ
せ
て
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
が

あ
る
優
し
く
暮
ら
し
よ
い
町
に
し

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

倉
吉
西
高
等
学
校 ３

年
　
田
中
莉
子

今
回
倉
吉
市
の
市
政
に
つ
い
て

考
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
中
高

生
な
ど
の
若
者
に
、
議
会
や
市
政

に
つ
い
て
関
心
が
薄
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

平
成
27

年
の
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
、
満
18

歳
以
上
の
国
民

が
選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
、
市
政
や
議
会
の
こ
と

を
よ
く
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
の
周
囲
に
限
っ
て

言
え
ば
、
市
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
情
報
が
な
か
な
か
届
い
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
市
や
議
会
が
倉
吉

の
こ
れ
か
ら
を
担
う
中
高
生
に
対

し
て
、
出
前
授
業
や
講
演
会
な
ど

議
会
や
市
政
に
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
が
学
校
な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
み
ん
な
が

興
味
を
持
て
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
も
倉
吉
が
よ
り
よ
い
地
域
と
な

る
よ
う
に
自
分
か
ら
声
を
上
げ
行

動
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
大
学
に
進

学
し
ま
す
が
、
育
っ
た
地
元
を
大

切
に
し
て
常
に
関
心
を
持
ち
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　

倉
吉
北
高
等
学
校３

年
　
毛
利
薫
平

３
年
　
加
嶋
颯
人

倉
吉
の
未
来
を
拓

ひ

ら

く
カ
ギ 

高
校
生
に
聞
い
て
み
た
！ 

　
平
成
27
年
６
月
か
ら
、
わ
が
国
で
は
、
18
歳
か
ら
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し 

実
際
の
と
こ
ろ
、
若
者
た
ち
は
、
倉
吉
の
未
来
、
倉
吉
の
行
政
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
選
挙
権
を
得
る
前
後
の
高
校
生
た
ち
に
広
く
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　
～

倉
吉
市
議
会
や
政
治
に
対
す
る
若
者
の
声
～

　※イラストは、イメージです。
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私
は
平
成
29

年
の
７
月
に
18

歳

に
な
り
、
選
挙
権
を
得
ま
し
た
。

10

月
に
あ
っ
た
選
挙
に
初
め
て

行
っ
た
と
き
、
独
特
な
雰
囲
気
を

感
じ
ま
し
た
。
私
は
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
よ
く
み
る
の
で
知
識
や
情
報

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
他
の
高
校

生
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ニ
ュ
ー

ス
を
見
な
け
れ
ば
情
報
は
入
っ
て

こ
な
い
で
す
し
、
興
味
を
持
ち
な

が
ら
授
業
を
聞
い
て
い
な
け
れ
ば

知
識
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

政
治
の
内
容
に
関
し
て
も
悪
い

所
ば
か
り
が
目
立
っ
て
し
ま
い
、
良

い
所
が
分
か
ら
ず
に
投
票
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
の
ひ
と
り
で
、
半

信
半
疑
の
ま
ま
投
票
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
、

今
の
政
治
の
成
果
を
目
に
見
え
る

形
で
高
校
生
に
も
伝
え
て
ほ
し
い

で
す
。
政
治
に
興
味
を
持
ち
日
本

国
民
の
一
人
と
し
て
か
か
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

倉
吉
総
合
産
業
高
等
学
校
　

機
械
科
　
３
年
　
上
田
翔
斗

平
成
27

年
６
月
、
公
職
選
挙
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
私
た
ち
高

校
生
も
政
治
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
倉
吉
の
こ
と
に

つ
い
て
、
私
た
ち
高
校
生
の
話
題

に
な
る
こ
と
は
少
な
い
の
が
実
際

で
す
。

そ
こ
で
、
改
め
て
未
来
の
倉
吉

の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

倉
吉
に
は
お
な
じ
み
の
「
ひ
な

ビ
タ
♪
」
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
工
場
に

加
え
て
、
今
年
４
月
に
「
く
ら
よ

し
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
円

形
劇
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
融
合
す
れ
ば
、
国
内

外
の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
倉
吉

の
観
光
の
目
玉
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
鳥
取
県
は
有
名
な

漫
画
家
を
多
数
輩
出
し
て
お
り
、

鳥
取
県
が
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化

の
発
信
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
漫
画
ゆ
か
り
の
地
を
巡

る
プ
ラ
ン
を
作
り
、
倉
吉
が
こ
れ

ら
の
中
核
と
な
る
施
設
・
ソ
フ
ト

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
倉
吉

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
鍵
に
な
る
と
考
え
る
の

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
と
「
イ
ン
ス

タ
映
え
」
で
す
。
発
信
と
交
流
の

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
検
討
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

倉
吉
東
高
等
学
校
　

２
年
　
住
吉
今
日
子

私
は
、
倉
吉
が
大
好
き
で
す
。
将
来

も
倉
吉
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

生
き
て
い
く
た
め
に
は
働
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
若
者
が
働
き
た
い

と
思
う
職
場
が
倉
吉
に
は
少
な
い
よ
う

で
す
。
倉
吉
市
で
頑
張
っ
て
い
る
企
業

に
、
行
政
で
も
支
援
し
て
地
元
企
業
を

守
り
育
て
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

倉
吉
は
お
年
寄
り
や
子
育
て
世
代
が

と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
市
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
良
い
と
こ
ろ
は
残
し

て
い
き
、
倉
吉
の
自
然
豊
か
な
古
き
良

き
景
観
を
残
し
つ
つ
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
ア
ニ
メ
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も

取
り
入
れ
た
ら
、
若
者
も
集
ま
る
市
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

我
が
校
の
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
は
全

国
で
金
賞
を
取
る
ほ
ど
お
い
し
い
米
で

す
。
倉
吉
の
良
い
水
と
豊
か
な
土
と
お

い
し
い
空
気
は
た
く
さ
ん
の
お
い
し
い

野
菜
や
米
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。
倉
吉

の
お
い
し
い
食
べ
物
を
た
く
さ
ん
宣
伝

し
、
全
国
の
方
々
に
食
べ
て
い
た
だ
い

て
も
っ
と
倉
吉
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

倉
吉
農
業
高
等
学
校

環
境
科
　
２
年
　
岩
山
泰
士
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【倉吉市議会だより編集委員】

大津 昌克委員長、大月 悦子副委員長

竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員、米田 勝彦委員

平成 年 ３月 
第２回 倉吉市議会定例会

【会　期】２月１９日（月）～３月９日（金）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

２月

１９日
月 本会議 午前１０時

議案の上程
提案理由の説明

２０日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２１日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２２日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２３日 金 予　備　日

２４日 土 休　　会

２５日 日 休　　会

２６日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

２７日 火 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑

２８日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑
～委員会付託

３月１日 木 予　備　日

２日 金 予　備　日

３日 土 休　　会

４日 日 休　　会

５日 月 委員会 常任委員会（予定）

６日 火 委員会 常任委員会（予定）

７日 水 予　備　日

８日 木 議事整理日　

９日 金 本会議 午後２時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

※ ３月定例会の詳しい日程などは、倉吉市議会のホームページ

でご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

。 倉吉市議会

倉吉市選挙管理委員会

　委員長 岸田 美明さん　　

　「自分へと、必ずつながるその一票」

国政選挙の投票率は、決して高い水準にあるとは

言えず、しかも長期的には低下傾向にあります。倉

吉市議会議員選挙の投票率も同傾向にありますが、

低下傾向は一層顕著であり、選挙のたびに過去最低

となっています。

―平成２９年１０月執行の市議選の投票率は５９．７９％

若年層の政治離れ・政治的無関心が言われる中に

あって、昨年１０月には、選挙権年齢が１８歳以上に

なってから初の市議選が行われました。そのため、

１８歳の若者の投票率が注目されましたが、２０歳の

投票率は２４．６５％、１９歳の投票率は２６．５８％で

あったのに対して、１８歳の投票率は４４．２７％でし

た。このように、１８歳の投票率は、すべての年代の

投票率５９．７９％に比べると、まだまだその差は大き

いものの、他の年代の若者に比べてかなり高くなっ

ているのは、主権者教育の成果の表れではなかろう

かと思われます。

―「主権者教育」とは

主権者教育は、「どんな社会であってほしいか」、

「どんな社会をつくっていきたいか」を考える教育だ

と思います。

主権者教育をこのように捉えると、より一層成果

をあげるためには、学校での取り組みだけでは十分

とは言えません。私たちの日常生活は、色々な面で

政治・政策とかかわりを持っています。各家庭や地

域で、折りに触れて、身近な事柄から時事問題に至

るまで、色々な話題を取り上げ話し合えば、若い人

たちが政治への関心を深め、政治参加、すなわち選

挙権行使の意欲を高める契機になることもありうる

と思われます。

―あなたの貴重な一票は、あなたの未来につながる

選挙は民主主義の根幹をなすものであり、選挙権

の行使は政治参加の第一歩です。貴重な一票に思い

を託し投票したその結果は「自分へと、必ずつながる

その一票」という選挙の標語にあるように、後日何ら

かのかたちになって自己に跳ね返ってきます。

有権者の皆さんにはこのような認識を持って、積

極的に投票に行き、自己の意思を政治に反映してい

ただきたいと思います。

　いよいよ受験シーズン到来だ。受験生にとっては

大変な時期であろうに、本号の特集は「若者の声を聞

きたい！」と題し、現役高校生に寄稿をお願いした。

若者の政治離れといわれるが、なかなか鋭い指摘や意見に刺激

を受けた。寄稿いただいた皆さんとお世話いただいた先生方に

は心より感謝いたします。未来を背負って立つ若き力に期待し

て、ぜひとも「サクラサク」を届けたい。（編集委員長 大津昌克）

　我が家は古い集落にあり、いわゆる本家筋や分家が近所にあ

ります。本家は我が家より一段高い場所にあり、立派な石垣を備

えた古く大きな家でしたが、高齢の家主が１年前に亡くなってか

らは住む人がいなくなり、都会に住むご親族が、痛んだ家の一部

を解体されました。長年見慣れた本家が、がらんとしていく様子は、

思った以上に切ないものでした。古いムラ社会の弊害はよく言わ

れますが、やはり身体の中の何かが寂しがっています（事務局Ｔ）


